保険制度の精神、構造及び機能 by 廣海 孝一
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能廣
海
孝
一
本
稿
は
、
我
鬼
の
社
会
に
存
在
す
る
諸
々
の
制
度
の
一
つ
と
し
て
、
保
険
を
と
ら
ま
え
、
そ
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
と
い
う
三
つ
の
要
素
を
中
心
に
、
若
干
の
考
察
を
行
っ
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
制
度
と
い
う
用
語
は
実
際
上
、
た
と
え
ば
、
「
家
族
制
度
、
婚
姻
制
度
、
相
統
制
慶
、
戸
籍
制
度
、
国
籍
制
度
、
財
産
制
度
、
登
記
制
度
、
契
約
制
度
、
労
働
制
慶
、
組
合
制
度
、
会
社
制
度
、
貨
幣
制
度
、
有
価
証
券
制
度
、
金
融
制
度
、
信
託
制
慶
、
交
通
通
信
制
度
、
衛
生
制
度
、
救
貧
制
度
、
教
育
制
度
、
宗
教
制
度
、
出
版
制
度
、
著
作
権
制
度
、
特
許
制
慶
、
国
家
制
度
、
議
会
制
慶
、
選
挙
制
度
、
内
観
制
度
、
自
治
体
制
度
、
司
法
制
度
、
刑
罰
制
度
、
調
停
制
度
、
強
制
執
行
制
度
、
警
察
制
度
、
軍
事
制
度
、
営
造
物
制
度
、
公
企
業
制
度
公
用
徴
収
制
度
、
条
約
制
度
、
外
交
使
節
制
度
、
仲
裁
裁
判
制
度
、
万
国
連
合
制
度
、
中
立
制
度
」
（
1
）
と
か
社
会
保
障
制
度
、
保
険
制
変
等
と
い
う
よ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
か
く
の
如
く
、
我
々
の
生
活
の
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
つ
い
て
制
度
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
存
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
五
三
経
営
と
経
済
五
回
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
で
は
一
体
、
乙
-L
に
所
謂
制
度
(
2
)
と
は
何
か
。
人
間
の
生
活
は
、
そ
の
環
境
と
不
可
令
の
形
で
営
ま
れ
て
居
る
。
人
間
生
活
を
制
約
す
る
環
境
は
、
単
に
「
物
質
的
自
然
の
誇
要
素
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
環
境
」
の
み
な
ら
や
、
人
間
が
「
物
質
的
自
然
に
向
か
っ
て
は
た
ら
き
か
け
る
乙
と
に
よ
っ
て
」
づ
く
り
出
さ
れ
た
も
の
即
ち
「
歴
史
的
・
社
会
的
現
実
の
諸
要
素
に
よ
っ
て
か
た
ち
づ
く
ら
れ
る
環
境
」
を
も
統
一
的
に
包
含
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
人
間
以
外
の
生
物
の
そ
れ
と
異
り
、
よ
り
複
雑
友
構
造
を
有
し
て
い
る
。
乙
の
人
間
の
生
活
に
と
っ
て
特
有
な
歴
史
的
・
社
会
的
環
境
の
一
主
要
成
分
を
制
度
が
か
た
ち
づ
く
っ
て
い
る
の
で
あ
る
B
v
。
即
ち
制
度
は
人
聞
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
な
が
ら
環
境
と
し
て
人
間
に
対
立
し
て
い
る
円
3
。
制
度
は
、
人
聞
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
歴
史
的
・
社
会
的
環
境
の
一
主
要
成
令
で
あ
る
乙
と
を
基
底
と
し
、
次
の
如
き
特
質
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
制
度
の
擬
制
的
性
質
制
度
は
人
間
の
構
想
力
に
依
り
創
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
故
に
、
制
度
は
2
2
Eロ
で
あ
り
、
擬
制
的
性
質
を
有
し
て
い
る
ハ
5
。
似
制
度
の
慣
習
的
性
質
制
度
は
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
る
以
上
、
民
俗
や
習
俗
等
と
全
く
無
関
係
に
制
定
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
か
も
し
れ
ね
が
、
「
す
べ
て
の
制
度
は
、
た
と
い
そ
の
う
ち
に
お
け
る
合
理
的
要
素
が
或
る
場
合
に
は
甚
党
大
き
い
た
め
に
そ
の
習
俗
の
う
ち
に
お
け
る
起
原
が
歴
史
的
調
査
に
よ
っ
て
の
ほ
か
確
め
ら
れ
た
い
に
し
て
も
、
習
俗
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
あ
る
」
3
v
と
い
わ
れ
て
い
る
。
従
っ
て
制
度
は
慣
習
的
性
質
を
有
し
て
い
る
守
)
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
歴
史
的
伝
統
的
友
も
の
で
あ
る
3
)
と
も
い
い
得
る
。
円。制度
が
個
人
的
た
色
彩
の
あ
る
習
慣
的
た
も
の
で
た
く
て
社
会
的
た
慣
習
的
性
質
を
有
し
て
い
る
乙
と
か
ら
の
派
生
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
制
度
の
規
範
的
性
質
る
制
度
的
な
も
の
に
は
、
規
範
的
性
質
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
3
)
口
(4) 
制
賓
の
構
造
的
性
質
「
種
々
な
る
制
度
は
民
俗
に
・
始
ま
り
、
慣
習
と
な
り
、
が
附
け
加
わ
る
乙
と
に
よ
っ
て
習
俗
に
発
展
し
、
更
に
構
造
が
具
わ
る
乙
と
に
よ
っ
て
制
度
と
し
て
完
成
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
尤
も
、
か
く
の
如
く
民
俗
及
び
習
俗
か
ら
高
昇
し
た
制
度
合
5
2言
。
吉
弘
広
三
宮
ω
〉
の
ほ
か
に
、
制
定
さ
れ
た
制
度
(
。
gの
宮
内
ご
S
E
E
-
0
5
)
と
い
『
或
る
安
寧
の
哲
学
』
(ω
。
g
o
匂
宮
古
ω
。
-
M
M
可
。
向
者
。
=
ω
3
)
う
も
の
が
あ
る
n
乙
の
も
の
は
合
理
的
な
発
明
と
意
図
と
の
産
物
で
あ
る
。
し
か
し
た
が
ら
強
力
主
制
度
で
あ
っ
て
純
粋
に
制
定
さ
れ
た
も
の
は
殆
ど
存
し
な
い
」
〔
?
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
ろ
。
乙
L
に
い
う
構
造
と
は
「
制
度
の
観
念
を
形
体
化
し
、
観
念
が
そ
れ
を
通
じ
て
活
動
さ
せ
ら
れ
る
手
段
を
供
給
す
る
」
丘
)
も
の
で
あ
わ
、
制
度
の
社
会
的
機
能
(ga包
P
R
Z
g
)
が
発
揮
さ
れ
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
「
恒
首
的
型
態
」
2
)
で
あ
る
。
制
度
が
と
の
よ
う
な
型
態
を
具
備
し
て
い
る
乙
と
を
称
し
て
我
々
は
制
度
の
構
造
的
特
質
と
い
う
。
〔
1
)
恒
藤
恭
「
制
度
」
岩
波
講
座
・
倫
理
学
第
一
冊
一
一
一
頁
。
(
2
)
制
度
と
い
う
日
本
語
は
英
語
に
於
け
る
吉
主
主
主
oロ
(
恒
藤
・
前
掲
七
頁
「
註
」
)
、
フ
ラ
ン
ス
語
に
於
け
る
Z
E
E
-
z
oロ
(
三
木
清
・
構
想
力
の
論
理
八
三
木
清
著
作
集
第
入
巻
V
九
O
頁
、
恒
藤
・
前
掲
同
個
所
)
、
ド
イ
ツ
語
に
お
け
る
z
a
E与
と
い
う
需
に
該
当
す
る
(
恒
藤
・
前
掲
同
個
所
)
と
い
わ
れ
て
い
る
。
(
3
)
恒
藤
・
前
掲
四
頁
参
照
。
〔
4
)
三
木
・
前
掲
一
回
入
頁
参
照
。
(
5
)
三
木
・
前
掲
九
O
頁
及
九
二
頁
|
九
七
頁
等
参
照
。
(
6
)
一
一
一
木
・
前
掲
一
五
一
頁
。
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
五
五
経
営
と
経
済
五
六
(
7
)
三
木
・
前
掲
九
O
頁
及
九
八
頁
|
一
一
七
頁
等
参
照
。
(
8
)
三
木
・
前
掲
九
O
頁
、
恒
藤
・
前
掲
六
頁
等
参
照
。
高
田
保
馬
博
士
、
が
制
度
の
一
要
件
と
し
て
挙
げ
て
居
ら
れ
る
民
紘
肱
(
社
会
と
国
家
二
エ
九
頁
)
も
慣
習
性
や
歴
史
的
伝
統
性
に
外
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
9
)
三
木
・
前
掲
九
一
頁
及
一
一
一
一
一
頁
、
恒
藤
・
前
掲
論
文
一
四
頁
等
参
照
。
高
田
保
馬
博
士
の
い
う
「
社
会
の
一
般
成
員
に
よ
り
て
承
認
せ
ら
れ
る
(
前
掲
同
個
所
)
も
結
局
の
と
こ
ろ
、
規
範
性
そ
制
度
が
有
し
て
い
る
こ
と
を
い
わ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
事
L 
(
叩
)
三
木
・
前
掲
一
五
O
頁
l
一
五
一
頁
。
(
孔
)
三
木
・
前
掲
一
二
五
頁
。
(
ロ
}
恒
藤
・
前
掲
一
三
頁
。
我
々
は
、
乙
れ
ま
で
の
考
察
に
よ
っ
て
、
制
度
が
、
歴
史
的
・
社
会
的
環
境
の
一
つ
で
あ
り
、
擬
制
的
・
慣
習
的
・
規
範
的
及
び
構
造
的
特
質
を
具
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
到
達
し
た
。
然
し
乙
れ
ら
の
内
容
を
あ
ま
す
と
乙
ろ
な
く
盛
り
、
し
か
も
簡
潔
な
表
現
に
よ
る
制
度
の
定
義
は
、
な
か
な
か
容
易
で
は
な
い
。
今
ま
で
に
、
試
み
ら
れ
た
制
度
の
定
義
と
し
て
は
例
え
ぼ
次
の
よ
う
な
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
「
制
度
は
人
間
の
社
会
生
活
に
・
お
い
て
一
般
的
に
遵
拠
さ
れ
る
行
為
の
範
型
で
あ
る
」
門
き
と
か
「
制
度
は
単
に
一
定
の
し
か
た
で
客
観
的
に
構
造
づ
け
ら
れ
た
人
間
の
社
会
的
行
動
様
式
た
る
に
過
ぎ
ぬ
も
の
で
は
な
く
、
斯
か
る
行
動
様
式
が
社
会
規
範
に
よ
っ
て
肯
定
さ
れ
、
支
持
さ
れ
た
も
の
」
Q
)
で
あ
る
と
か
或
い
は
、
永
続
的
に
し
て
且
社
会
一
般
の
承
認
を
経
た
る
人
々
の
関
係
様
式
が
制
度
で
あ
る
品
v
.
と
い
う
よ
う
な
定
義
づ
け
が
あ
る
。
叉
「
制
度
は
慣
習
と
技
術
と
の
統
一
で
あ
る
」
《
?
と
も
表
現
さ
れ
た
り
或
い
は
叉
制
度
と
は
形
式
的
危
構
造
を
も
ク
定
塑
で
あ
っ
て
、
か
よ
う
な
定
型
は
、
人
煩
の
理
性
的
・
合
理
的
ま
た
技
術
的
・
歴
史
的
所
産
で
あ
る
d
u
と
も
い
わ
れ
て
い
る
が
、
乙
れ
ら
は
す
べ
て
、
前
述
の
制
度
の
諸
特
質
を
示
そ
ろ
唱
と
つ
と
め
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
特
質
が
よ
り
明
白
に
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
よ
っ
て
、
定
義
の
ニ
ユ
ア
シ
ス
が
異
っ
て
い
る
の
み
で
、
同
じ
よ
う
な
傾
向
の
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
の
で
は
怠
か
ろ
う
か
。
(
日
)
(
リ
凶
)
恒
藤
・
前
掲
一
四
頁
。
コ
付
為
の
範
型
」
に
つ
い
て
は
次
の
如
き
論
述
が
あ
る
。
「
あ
る
行
為
は
、
行
為
主
体
の
生
活
に
お
い
て
唯
一
回
だ
け
し
か
生
起
せ
ぬ
事
象
と
し
て
其
れ
の
有
す
る
個
性
的
性
格
の
上
か
ら
、
そ
の
価
値
を
問
題
と
さ
れ
る
と
と
も
出
来
れ
ば
、
一
定
の
行
為
の
塑
と
の
比
較
対
照
に
お
い
て
其
れ
の
有
す
る
と
み
と
め
ら
れ
る
類
型
的
性
格
の
上
か
ら
、
そ
の
価
値
を
問
題
と
さ
れ
る
と
と
も
出
来
る
。
と
の
第
二
の
観
方
に
し
た
が
っ
て
、
一
定
の
行
為
の
型
が
定
立
さ
れ
、
行
為
主
体
が
こ
れ
に
適
合
せ
る
行
為
を
な
す
べ
き
と
と
叉
は
な
さ
ざ
る
べ
き
と
と
が
要
求
さ
れ
る
場
合
、
さ
ら
に
は
行
為
主
体
が
こ
れ
に
適
合
せ
る
行
為
を
な
し
能
う
と
と
が
是
認
さ
れ
る
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
為
の
型
を
ば
、
『
行
為
の
範
型
』
と
い
う
」
(
恒
藤
・
前
掲
一
二
頁
)
0
(
日
)
高
田
・
前
掲
二
ニ
九
頁
以
下
参
照
。
(
時
)
三
木
・
前
掲
一
六
三
頁
。
備
か
L
る
定
義
に
於
け
る
「
技
術
は
合
理
性
を
、
慣
習
は
『
感
情
と
信
仰
と
の
要
素
』
そ
意
味
す
る
」
と
(
同
個
所
)
。
(
口
)
米
谷
隆
三
「
保
険
制
度
」
東
京
海
上
火
災
保
険
企
画
室
編
集
・
損
害
保
険
実
務
講
座
第
一
巻
損
害
保
険
総
論
三
三
七
頁
。
以
上
の
よ
う
危
定
義
に
対
し
て
「
社
会
生
活
を
規
制
し
ま
た
は
そ
れ
を
誘
導
す
る
た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
塑
も
し
く
は
機
構
な
い
し
施
設
」
が
制
度
で
あ
る
品
)
と
い
わ
れ
る
乙
と
が
あ
る
が
、
制
度
は
道
具
と
か
、
機
械
と
か
、
建
築
物
と
か
道
路
等
の
如
き
可
視
的
形
態
を
具
え
て
い
る
も
の
で
は
な
く
て
、
人
間
の
意
識
ま
た
は
人
間
の
行
動
を
媒
介
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
い
と
な
む
客
観
的
形
象
(οσ
〕
0
5・
m
o
Z
E
O
)
で
あ
る
白
)
か
ら
、
施
設
が
物
的
危
可
・
侃
的
形
態
を
有
す
る
設
備
と
は
限
ら
な
い
迄
も
、
制
度
の
定
義
づ
け
に
施
設
と
い
う
用
語
を
用
い
る
乙
と
は
あ
ま
り
適
切
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
叉
、
制
定
せ
ら
れ
た
法
規
、
国
の
法
則
乃
至
法
制
が
制
度
で
あ
る
と
す
る
解
釈
も
あ
る
品
)
が
、
制
度
の
規
範
性
の
み
が
全
面
に
押
し
出
さ
れ
て
長
り
、
我
々
が
問
題
に
し
て
い
る
制
度
の
概
念
と
し
て
は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
(
出
)
日
本
評
論
社
・
法
学
辞
典
(
昭
二
六
年
)
五
六
三
頁
。
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
五
七
経
営
と
経
済
五
入
(
凶
}
恒
藤
・
前
掲
四
頁
及
び
六
頁
参
照
。
(
却
)
新
村
出
・
広
辞
廷
一
一
八
七
頁
。
さ
て
我
々
は
、
次
い
で
制
度
の
要
素
を
問
題
と
し
怠
け
れ
ば
た
ら
ぬ
。
第
一
の
要
素
と
し
て
「
精
神
」
を
挙
げ
る
。
制
度
の
精
神
は
、
個
々
の
制
度
が
社
会
生
活
の
如
何
怠
る
面
と
の
関
係
に
於
て
如
何
な
る
存
在
理
由
を
有
し
て
い
る
か
に
依
っ
て
決
定
さ
れ
る
(
号
。
と
の
制
度
の
精
神
は
意
味
又
は
理
念
(
E
g
)
と
い
わ
れ
る
と
と
も
あ
る
。
第
二
の
要
素
と
し
て
は
「
構
造
」
が
あ
る
。
制
度
の
構
造
は
、
制
度
の
精
神
を
基
準
と
し
て
「
諸
々
の
行
為
が
一
定
の
社
会
的
効
果
の
惹
起
に
適
し
た
恒
常
的
塑
態
に
ま
で
思
想
的
に
定
置
さ
れ
た
も
の
」
(
ヲ
で
あ
り
、
「
制
度
の
ヌ
カ
ニ
ズ
ム
に
ほ
か
た
ら
な
い
」
〈
子
。
制
度
の
第
三
の
要
素
と
し
て
は
機
能
(
P
E
E
S
)長
)
が
数
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
制
度
の
機
能
は
制
度
の
構
造
を
通
じ
て
活
動
し
得
、
乙
L
に
初
め
て
制
度
の
精
神
が
具
体
化
せ
ら
れ
る
も
の
と
い
え
工
ろ
。
か
く
て
我
々
は
、
制
度
の
要
素
を
精
神
・
構
造
・
機
能
の
三
つ
に
求
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
幻
)
恒
藤
・
前
掲
二
ニ
頁
参
照
。
(
勾
)
恒
藤
・
前
掲
二
ニ
頁
。
(
お
)
一
一
一
木
・
前
掲
一
四
七
頁
。
(
M
)
恒
藤
・
前
掲
一
三
頁
参
照
。
「
人
聞
は
制
度
の
中
に
生
れ
、
制
度
の
中
に
育
ち
、
制
度
の
中
に
死
ぬ
」
(
1
u
と
い
わ
れ
て
い
る
程
、
我
々
の
周
囲
に
は
極
め
て
多
種
多
様
の
諸
制
度
が
あ
る
乙
と
は
既
に
触
れ
た
通
り
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
一
ク
と
し
て
の
保
険
制
度
に
つ
い
て
、
如
何
た
る
精
神
を
以
て
生
成
し
、
ど
の
よ
う
た
構
造
を
有
し
て
存
在
し
、
如
何
様
在
社
会
的
た
機
能
を
果
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
え
て
み
よ
う
3
v
o
(
1
)
恒
藤
・
前
掲
=
一
O
頁。
(
2
)
今
村
博
士
は
、
保
険
の
概
念
を
論
ぜ
ら
れ
る
に
当
句
、
「
保
険
が
何
で
あ
る
か
と
い
う
こ
と
も
保
険
に
関
す
る
学
問
の
分
野
が
異
な
る
に
従
っ
て
其
の
認
識
の
対
象
た
る
保
険
も
異
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
」
と
さ
れ
、
「
保
険
の
法
律
学
的
概
念
」
「
保
険
の
経
済
学
的
概
念
」
「
保
険
の
経
営
経
済
学
的
概
念
」
そ
分
説
す
る
前
に
「
先
づ
保
険
制
度
そ
の
も
の
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
強
調
さ
れ
、
「
杜
会
制
度
と
し
て
の
保
険
の
概
念
」
を
規
定
す
る
に
当
り
刷
仕
組
(
又
は
構
造
)
の
二
要
素
に
分
け
て
居
ら
れ
る
(
今
村
・
保
険
論
五
頁
以
下
ぜ
。
大
森
博
士
も
、
保
険
法
に
つ
い
て
の
論
説
を
展
開
せ
ら
れ
る
に
当
り
、
序
説
の
一
部
に
於
て
、
保
険
の
意
義
を
保
険
制
度
と
し
て
の
立
場
か
ら
求
め
刷
機
能
ら
れ
、
と
れ
を
料
理
念
刷
機
能
川
一
方
法
の
三
要
素
に
分
け
て
行
わ
れ
て
い
る
(
大
森
・
保
険
法
一
頁
l
三
頁
}
。
、‘，
4
・A(
 
保
険
制
度
の
精
神
人
間
の
経
済
生
活
に
於
て
、
そ
の
安
定
と
進
歩
と
が
常
に
襲
ま
れ
て
い
る
乙
と
は
、
如
何
な
る
社
会
組
織
に
於
て
も
古
今
東
阿
か
わ
り
の
な
い
と
と
ろ
で
あ
ろ
う
。
我
々
の
経
済
生
活
の
安
定
と
進
歩
と
を
阻
害
す
る
出
来
事
を
、
社
会
自
体
が
処
理
す
る
乙
と
に
た
っ
て
い
る
社
会
組
織
に
あ
っ
て
は
、
人
々
は
、
か
L
る
出
来
事
を
処
理
す
る
た
め
の
制
度
を
あ
ら
た
に
作
り
出
す
必
要
は
た
い
で
あ
ろ
う
@
乙
れ
に
対
し
て
、
か
L
る
出
来
事
を
、
個
々
の
個
別
経
済
が
自
己
の
力
で
処
理
し
‘
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
よ
う
た
社
会
組
織
〈
J
に
於
て
は
、
乙
れ
が
た
め
に
、
特
定
の
制
度
を
設
定
す
る
必
要
が
生
や
る
で
あ
ろ
う
わ
個
別
経
済
の
経
済
生
活
の
安
定
と
進
歩
と
を
阻
害
す
る
出
来
事
3
)
は
、
と
れ
を
二
つ
に
大
別
し
得
る
。
そ
の
一
つ
は
、
そ
の
出
来
事
の
本
性
と
し
て
、
そ
の
発
生
が
可
測
的
で
あ
り
確
定
的
で
あ
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
そ
れ
が
不
可
測
に
し
て
不
確
定
な
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
、
前
者
の
範
噂
に
属
す
る
出
来
事
に
対
処
す
る
制
度
一
と
後
者
に
対
処
す
る
制
度
と
は
自
ら
具
友
ら
ざ
る
を
得
友
い
で
あ
ろ
う
。
勿
論
、
個
別
経
済
の
経
済
生
活
の
安
定
と
進
歩
と
を
阻
害
す
る
出
来
事
に
対
処
す
る
方
法
と
し
て
は
、
か
t
A
る
出
来
事
の
発
生
自
体
を
阻
止
す
る
方
法
や
既
に
発
生
せ
る
出
来
事
を
鎮
圧
す
る
方
法
及
び
か
L
る
出
来
事
の
発
生
に
因
る
経
済
的
結
果
を
善
処
し
よ
う
と
す
る
方
法
等
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
五
九
経
営
と
経
済
O 
が
あ
る
が
、
我
々
が
、
乙
L
に
問
題
と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
最
後
の
段
階
に
於
け
る
対
処
の
方
策
で
あ
る
。
い
わ
ば
前
二
者
は
技
術
的
た
制
度
に
属
す
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
最
後
の
も
の
は
経
済
的
た
制
度
で
あ
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
不
可
測
・
不
確
定
た
出
来
事
即
ち
偶
然
事
故
l
v
に
因
る
経
済
的
結
果
を
個
々
の
個
別
経
済
が
自
己
の
力
で
処
理
し
怠
け
れ
ば
た
ら
た
い
社
会
組
織
に
於
て
、
特
定
の
偶
然
事
故
に
因
る
個
別
経
済
の
経
済
上
の
悪
影
響
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
と
と
ろ
に
保
険
制
度
の
精
神
が
あ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
(
1
)
人
々
の
経
済
生
活
の
安
定
と
進
歩
と
を
阻
害
す
る
出
来
事
を
、
個
々
の
個
別
経
済
が
自
己
の
力
で
処
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
社
会
組
織
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
、
私
有
財
産
制
度
と
自
己
責
任
の
原
則
(
叉
は
自
己
責
任
主
義
と
も
い
わ
れ
る
)
に
立
脚
す
る
社
会
(
白
杉
三
郎
・
保
険
学
総
論
再
訂
版
一
二
一
員
、
大
森
・
保
険
法
三
頁
等
)
を
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
財
産
が
社
会
の
共
有
で
あ
る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
社
会
責
任
主
義
と
も
い
う
べ
き
原
則
が
存
す
る
社
会
で
あ
っ
て
も
、
例
外
と
し
て
一
部
分
私
有
財
産
制
度
が
認
め
ら
れ
、
或
る
特
定
の
場
合
に
、
自
己
責
任
主
義
が
存
す
る
な
ら
ば
、
そ
の
社
会
的
重
要
性
の
度
合
は
異
る
と
は
い
え
、
人
々
の
経
済
生
活
の
安
定
と
進
歩
と
を
阻
害
す
る
出
来
事
を
処
理
す
る
た
め
の
経
済
的
な
制
度
が
部
分
的
に
必
要
と
な
る
と
と
は
い
う
迄
も
な
い
で
あ
ろ
う
。
(
2
)
経
済
上
の
悪
影
響
の
度
合
が
、
殆
ん
ど
常
時
僅
少
で
あ
る
よ
う
な
出
来
事
は
、
と
L
で
は
問
題
と
は
な
ら
な
い
。
(
3
)
保
険
制
度
に
於
け
る
偶
然
性
は
、
「
一
方
に
お
い
て
は
、
不
可
能
性
に
、
他
方
に
お
い
て
は
、
確
実
性
に
対
立
す
る
」
概
念
で
あ
っ
て
、
更
に
そ
れ
に
は
、
「
個
々
の
場
合
に
お
い
て
、
l
、
そ
の
事
件
が
発
生
す
る
か
ど
う
か
が
不
確
実
な
場
合
、
2
、
そ
の
事
件
が
い
つ
発
生
す
る
か
ど
不
確
実
な
場
合
、
3
、
そ
の
事
件
が
ど
の
よ
う
に
し
て
発
生
す
る
か
が
不
確
実
な
場
合
」
の
=
一
つ
の
態
様
が
あ
る
(
白
杉
・
前
掲
二
八
頁
以
下
}
と
い
わ
れ
て
い
る
。
自
然
の
消
耗
と
い
う
出
来
事
は
、
右
の
第
三
の
態
様
の
範
帽
に
属
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
が
、
右
の
第
一
や
第
二
の
態
様
の
も
の
と
同
じ
程
度
に
偶
然
性
を
有
す
る
出
来
事
と
見
倣
し
う
る
か
ど
う
か
は
疑
問
で
は
な
か
ろ
う
か
。
自
然
の
消
粍
と
い
う
出
来
事
の
及
ぼ
す
結
果
は
具
体
的
に
は
不
確
実
で
あ
る
が
、
過
去
の
経
験
に
徴
し
て
、
殆
ん
ど
確
定
的
な
部
分
が
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
自
然
の
消
耗
の
結
果
の
す
べ
て
が
不
確
実
な
の
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
分
の
み
が
不
確
実
で
あ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
(
加
藤
・
保
険
論
〈
総
論
V
一
O
頁
参
照
}
。
も
っ
と
も
、
自
然
の
消
静
一
は
、
家
屋
の
火
災
事
故
や
人
の
死
亡
事
故
の
発
生
の
場
合
と
異
り
、
具
体
的
な
日
時
に
限
っ
て
発
生
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、
微
細
に
観
察
す
れ
ば
時
日
の
経
過
と
共
に
徐
々
に
発
生
し
て
い
る
と
は
い
い
う
る
も
の
L
、
そ
の
「
発
生
の
時
期
が
不
確
定
で
あ
る
」
(
国
自
回
国
ミ
8
2ロ
・
司
円
。
旬
。
立
ち
「
町
内
何
回
ロ
帥
Z
E目。
・
Z04『
J
町
2
w
b
F
oロ仏
O
P
E
ω
P
℃・
5
0
参
照
)
と
も
い
い
う
る
c
然
し
一
般
に
、
我
々
が
あ
る
出
来
事
の
発
生
自
体
は
確
実
で
あ
る
が
、
い
つ
発
生
す
る
か
立
不
確
実
で
あ
る
と
い
う
の
は
、
そ
の
出
来
事
の
発
生
の
具
体
的
な
日
時
が
不
明
の
場
合
を
指
す
の
で
あ
っ
て
、
ど
の
場
合
に
は
、
特
定
の
期
間
中
に
は
、
か
L
る
出
来
事
が
全
く
不
発
生
の
場
合
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
に
対
し
て
自
然
の
消
粍
と
い
う
出
来
事
は
、
特
定
の
期
間
全
体
を
考
慮
し
た
場
合
に
は
、
確
実
に
発
生
し
て
い
る
の
が
通
例
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
、
自
然
の
消
粍
と
い
う
出
来
事
は
、
極
め
て
特
殊
な
偶
然
性
の
み
を
有
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
異
常
な
出
来
事
が
発
生
せ
る
場
合
に
の
み
被
保
険
者
に
損
補
金
を
支
払
う
」
許
り
で
な
く
「
財
の
自
然
の
消
粍
に
因
る
損
害
を
も
填
補
す
る
」
と
と
を
機
能
と
す
る
物
生
命
保
険
〔
r
n
v
-
$
2
2
2巴
岳
2
5
m
-
司
2
3
2
マE
F
Hロ
Z
『
g
o
o
d
〔
〉
民
『
旦
冨
2
0
9
〈
o
a
r
-
5
2ロ
想
4
2
8ロ・
同
の
岱
件
。
『
〈
o
g
k
r
o
Zロぬ
-
F
E
宮
古
口
・
回
2
-
E・
5
2・
m
y
N
H
ω
参
照
〕
は
、
極
め
て
特
殊
な
型
の
も
の
と
な
り
、
誠
価
償
却
準
備
金
の
積
立
の
場
合
に
比
べ
て
、
は
た
し
て
、
よ
り
経
済
的
な
合
理
性
が
あ
る
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
(2) 
保
険
制
度
の
構
造
特
定
の
偶
然
事
故
に
困
っ
て
経
済
上
の
悪
影
響
を
被
む
る
虞
れ
の
あ
る
複
数
の
個
別
経
済
が
叫
合
し
、
多
数
の
危
険
を
も
っ
て
危
険
団
体
を
構
成
し
、
各
危
険
に
ク
い
て
夫
え
合
理
的
友
醸
出
金
を
出
掃
す
る
と
と
ろ
に
保
険
制
度
の
構
造
が
認
め
ら
れ
る
も
の
と
我
々
は
考
え
る。
こ
の
よ
う
な
保
険
制
度
の
構
造
は
、
所
謂
大
数
の
法
則
(
の
0
8
R
円
山
2
m
g守
口
P
V
-
2
-
z
d唱
え
冨
円
向
。
ロ
ロ
自
宮
門
ω
)
と
複
数
の
個
別
経
済
の
協
力
と
を
基
盤
に
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
ろ
の
偶
然
な
事
故
は
、
個
々
に
ク
い
て
観
察
す
る
場
合
は
、
極
め
て
掴
み
ど
こ
ろ
の
た
い
も
の
で
あ
る
が
、
あ
る
一
定
期
間
に
つ
い
て
、
多
数
の
事
故
を
対
象
と
し
て
大
量
観
察
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
ーよaノ、
経
営
と
経
済
....L. 
ノ¥
発
生
率
を
見
出
す
と
と
が
出
来
る
と
い
う
法
則
を
利
用
し
、
複
数
の
個
別
経
済
が
結
果
的
に
協
力
し
て
事
前
に
単
備
金
を
設
け
て
い
る
の
が
保
険
制
度
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
大
綱
で
あ
る
。
通
説
に
よ
れ
ば
、
保
険
制
度
の
構
造
の
一
要
件
と
し
て
、
個
別
経
済
(
経
済
単
位
、
経
済
主
体
、
経
済
体
等
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る
〉
が
多
数
存
在
し
た
け
れ
ば
た
ら
友
い
と
さ
れ
(
J
、
自
家
保
険
(
印
旦
V
E
g
g
-
n
r
o
gロ
m
w
m
o
E
宵
2
2
5
0
)
が
保
険
制
度
の
範
暗
に
入
ら
ぬ
乙
と
や
kr
・巧削
wmS円
の
所
謂
損
害
介
担
説
3
v
が
妥
当
で
た
い
と
と
の
理
由
の
一
っ
と
し
て
、
そ
と
に
個
別
経
済
が
多
数
存
在
し
て
い
た
い
乙
と
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
3
v
o
然
し
、
我
え
は
、
個
別
経
済
が
積
極
的
に
多
数
怠
け
れ
ば
危
ら
ぬ
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
治
極
的
に
単
数
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
多
数
‘
な
け
れ
ば
た
ら
ぬ
も
の
は
、
実
は
、
個
別
経
済
そ
の
も
の
で
は
な
く
て
、
危
険
発
生
の
客
体
(
乙
れ
を
単
に
危
険
、
も
し
く
は
事
故
と
い
っ
て
も
よ
か
ろ
う
)
戸
4
}
で
あ
る
と
考
え
る
。
自
家
保
険
が
保
険
制
度
の
中
に
入
ら
ぬ
の
は
、
そ
と
で
は
個
別
経
済
が
単
数
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
ブ
1
グ
ナ
l
の
損
害
令
担
説
の
欠
陥
の
一
つ
は
、
単
に
多
数
の
事
故
(
0
5
0
河内
w
↑
FO
〈。ロ
E-いmw
ロ
)
に
の
み
言
及
し
、
個
別
経
済
の
数
に
何
ら
触
れ
て
な
い
か
ら
、
個
別
経
済
が
単
数
で
あ
っ
て
も
多
数
の
事
故
が
あ
れ
ば
保
険
制
度
の
範
噂
に
入
り
う
る
乙
と
に
な
る
乙
と
に
あ
る
の
で
あ
る
。
犬
数
の
法
則
が
行
わ
れ
る
場
は
、
直
接
的
に
は
危
険
で
あ
っ
て
、
と
の
危
険
が
多
数
あ
る
状
態
を
称
し
て
、
危
険
団
体
(
の
o
p
F
S口問
O
B
O
E
8
g
=
)
が
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
い
う
る
で
あ
ろ
う
。
保
険
制
度
に
あ
っ
て
は
、
あ
る
個
別
経
済
が
被
む
っ
た
経
済
上
の
悪
影
響
を
除
去
・
軽
減
す
る
た
め
の
金
銭
給
付
も
し
く
は
現
物
給
付
が
、
当
該
個
別
経
済
の
外
か
ら
(
〈
。
ロ
き
守
口
四
百
円
借
同
F
O
R
え
な
ロ
2
4司
-
1
8
E止
)
3
v
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
乙
と
を
示
す
も
の
と
し
て
、
個
別
経
済
の
数
が
複
数
で
あ
る
と
と
を
必
要
と
す
る
。
個
別
経
済
と
大
数
の
法
則
と
の
関
係
を
、
通
説
の
如
く
直
接
的
で
あ
り
、
単
一
の
構
造
で
あ
る
と
す
る
の
で
た
く
、
そ
れ
を
間
接
的
且
二
重
の
構
造
に
於
て
把
握
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
る
)
。
(
1
)
加
藤
・
前
掲
九
貞
、
白
杉
・
前
掲
一
五
貞
、
園
・
保
険
学
一
七
員
、
大
林
・
保
険
一
五
貞
、
印
南
・
保
険
の
本
質
四
O
二
貞
等
参
照
。
〔
2
ザ
=
〈
2
・回目
n
F
0
2
5
m
t
F
5
4ヱ
ユ
加
の
『
ω-r-xvoロ
ω古
ロ
巾
目
前
神
仏
-o-oロ由民
0
4ユ
ユ
明
。
V白内神戸山
nvo
開
s
z
n
v
z
g
m
-
4
2
x
v
o
E
O
D
ω
n
v
g口
紅
2M
角田
M号
。
『
ωロ
の
}
同
時
自
己
ロ
N
O
E
o
m
-
4
Q
r
刷ルロ
(N己
同
信
回
一
向
z
m
o『
)
。山ロ
NO-ロゆ『・
同
位
門
会
w
g
∞巾門岡
10問問。ロ
Oロ
Nロ同
m
-
r向。♂
同
叩
削
凶
己
防
即
四
回
同
何
回
開
即
ロ
骨
円
。
件
。
ロ
帥
ロ
ロ
〈
Oユ
HO円向。師。一
FOロ
命
門
別
円
mw-mロ酌
mwmw
同位円
amZ
40円
B
宮内同
2
P
R目
白
伊
巴
o
E
g
o
-
v
oロ
ωロ
向
。
z
o
m
E
V
O
J可
Oロ
司
色
目
。
ロ
〈
o
z
o
-
-
r
E
色
。
ロ
Oロ
E
o
m
z
z
n
v
o
E
n
z
d
Z岳
民
o
v
Z
Eユ
F
(
h
r
・
4
句
"wm刷同
MOF
〈
ぬ
同
回
目
。
vm門
戸
』
図
的
帥
当
2
0ロ
・
国
釦
P
B
E
n
v
a
2
P】Z
江
田
nyoロ
o
o
w
o
n
o
g
w
v
o
g
z
m
m刷
。
担
当
】
何
回
〈
ぬ
円
E
O旬
。
ロ
巴
ロ
21
旬。円切一
Oロ
円
宮
内
田
ロ
円
。
四
回
σomwO一即時百一件。円四
2
・
喝
。
ロ
由
民
一
明
言
ロ
回
。
。
同
白
押
回
円
色
円
o
v
p
ω
σ
0円
40ロ
ロ
?
の
・
〈
Oロ
印
《
MH
Oロ
VO『
m-A肝
〉
Z
2・
回
内
田
・
N・
吋
位
月
比
ロ
雪
山
口
・
同
∞
ω∞・
ω・
ω切
mv・)
{
3
)
白
杉
・
前
掲
三
入
頁
1
三
九
頁
、
圏
・
前
掲
五
O
頁
1
五
一
頁
等
参
照
。
【
4
)
危
険
(
担
明
F
の
え
各
円
)
と
い
う
用
語
は
一
般
用
車
問
と
し
て
も
多
義
で
あ
る
が
、
保
険
専
門
用
語
と
し
て
、
備
一
層
多
義
で
あ
る
。
後
者
の
場
合
偶
然
な
事
故
発
生
の
可
能
性
、
偶
然
な
事
故
、
偶
然
な
事
故
の
財
産
上
の
結
果
の
負
担
等
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
危
険
の
各
種
の
意
義
に
つ
い
て
は
‘
当
・
阿
佐
S
・
国
ω
E
Eの
宮
内
同
2
司
ユ
4
2
4
0円加問。
F
0
2ロ
m
z
o
n
Z
2・
N・
∞
チ
ロ
S
F
O
V
2
4
0ロ
角
田
2
〈
耳
切
仙
の
V
O
Eロ
想
向
。
E
F
F
E
N
C・
m
m・
-
l
H
F
白
杉
・
前
掲
一
五
頁
註
ハ
S
)
、
勝
目
「
保
険
用
語
と
し
て
の
『
危
険
』
の
意
義
に
つ
い
て
」
国
民
経
済
雑
誌
第
九
二
巻
第
五
号
三
五
頁
以
下
、
今
村
「
危
険
の
概
念
に
つ
い
て
」
保
険
学
雑
誌
第
三
九
一
号
一
頁
以
下
等
に
詳
し
い
。
《
5
v
d司
・
冨
同
官
-
E
a
z
z
zロぬ
E
E
O
〈
命
円
帥
仙
の
}
凶
作
円
ロ
ロ
問
的
412ω
与
え
ご
と
-
m
o
g
E
5
〈
O円師一
n
F
0
2ロ
偽
印
-
O
H
M
S
-
5
2・
ω-N叶・
〔
6
)
今
村
博
士
は
、
我
々
と
は
別
な
立
場
に
立
っ
て
、
通
説
に
反
対
し
て
お
ら
れ
る
。
「
技
術
的
要
請
と
し
て
保
険
は
危
険
に
さ
ら
さ
れ
た
対
象
の
集
団
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
っ
て
、
多
数
の
経
済
主
体
の
集
団
が
絶
対
に
必
要
と
せ
ら
る
る
の
で
は
な
い
。
若
し
、
一
人
の
経
済
主
体
が
十
万
戸
の
貸
家
を
有
し
、
一
人
の
船
主
が
一
万
隻
の
船
舶
を
所
有
し
、
一
人
の
工
場
主
が
十
万
人
の
労
務
者
を
使
用
し
、
こ
れ
を
一
括
し
て
火
災
保
険
、
船
舶
保
険
或
は
労
災
保
険
に
付
す
る
な
ら
ば
、
保
険
者
は
安
全
に
合
理
的
な
保
険
を
経
嘗
し
得
る
で
あ
ろ
う
」
「
自
家
保
険
が
所
謂
保
険
に
あ
ら
.
さ
る
こ
と
は
、
多
数
の
経
済
主
体
の
集
団
が
存
在
せ
，
さ
る
こ
と
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
損
害
損
補
の
保
証
の
提
供
、
撞
得
が
目
的
と
せ
ら
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
」
即
ち
「
保
険
の
技
術
的
機
構
と
し
て
は
危
険
集
団
の
存
在
が
要
件
で
あ
り
、
多
数
経
済
主
体
の
集
合
は
決
し
て
直
接
的
な
按
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
六
三
経
営
と
経
済
六
四
術
的
要
件
で
は
な
い
」
と
(
保
険
論
四
四
頁
l
四
五
頁
)
。
尤
も
実
際
問
題
と
し
て
は
、
一
つ
の
個
別
経
済
が
極
め
て
多
数
の
危
険
発
生
の
客
体
に
か
t
A
わ
り
を
有
す
る
と
と
は
稀
で
あ
る
か
ら
、
個
別
経
済
の
数
が
二
、
三
.
ぐ
ら
い
で
、
そ
れ
ら
に
か
L
わ
り
の
あ
る
危
険
発
生
の
客
体
が
大
数
の
法
則
が
充
令
に
作
用
す
る
程
多
数
存
在
す
る
と
と
は
滅
多
に
あ
る
と
と
で
は
な
い
。
従
っ
て
、
現
実
に
於
て
は
、
結
局
の
と
乙
ろ
、
危
険
発
生
の
客
体
を
多
数
求
め
る
に
は
、
必
然
的
に
多
数
の
個
別
経
済
の
叫
合
が
行
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
然
し
左
が
ら
、
我
々
が
求
め
て
い
る
の
は
、
で
あ
る
か
ら
、
個
別
経
済
の
複
数
と
危
険
発
生
の
客
体
の
多
数
と
い
う
二
重
構
造
に
於
て
把
握
す
る
と
と
が
是
認
さ
れ
う
る
も
の
と
考
え
一
応
純
粋
理
論
危
の
る。
合
理
的
な
醸
出
金
の
算
定
は
、
大
数
の
法
則
に
基
き
、
特
定
の
偶
然
事
故
の
発
生
確
率
を
見
出
し
、
危
険
団
体
全
体
と
し
て
「
牧
支
相
等
の
原
理
」
が
貫
か
れ
る
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
ラ
二
醸
出
金
の
具
体
的
た
合
理
性
は
、
各
種
の
与
件
に
よ
り
強
い
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
か
ら
絶
対
的
友
も
の
で
は
た
い
と
い
わ
ね
ば
危
ら
た
い
。
相
対
的
注
意
味
に
於
け
る
合
理
的
な
醸
出
金
の
算
定
が
、
保
険
制
度
の
構
造
上
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
保
険
制
度
は
不
特
定
の
偶
然
事
故
に
対
処
す
る
と
と
は
極
め
て
困
難
で
あ
る
と
と
に
友
る
の
で
あ
っ
て
、
保
険
制
度
の
精
神
の
と
こ
ろ
で
述
べ
た
如
く
、
特
定
の
偶
然
事
故
に
閃
る
個
別
経
済
の
経
済
上
の
悪
影
響
に
対
抗
す
る
も
の
と
な
る
の
で
あ
る
。
(
7
)
印
南
・
保
険
経
済
(
改
訂
版
)
入
貞
l
一
一
一
頁
、
白
杉
・
前
掲
コ
一
O
貝
l
三
六
貞
、
園
・
前
掲
二
七
頁
l
一
一
一
一
一
頁
等
に
詳
し
い
。
(3) 
保
険
制
度
の
機
能
偶
然
な
事
故
が
個
別
経
済
に
与
え
る
現
象
を
ど
の
よ
う
に
把
握
す
る
か
は
仲
々
容
易
な
ら
ぬ
と
と
で
あ
っ
て
、
乙
れ
如
何
に
よ
っ
て
保
険
制
度
の
機
能
も
異
っ
た
も
の
と
怠
る
で
あ
ろ
う
。
偶
然
事
故
の
個
別
経
済
に
作
用
す
る
現
象
に
つ
い
て
、
乙
れ
ま
で
に
色
々
い
わ
れ
て
来
て
い
る
。
例
え
ば
、
(
イ
)
損
害
(
W
E
e
p
〈
2
z
m
p
内
古
田
ω
m
p
-
。ωω)
(
ロ
)
財
産
上
の
不
利
益
な
結
果
(Eozo--Fmo
司
o
-
m
g
E円
色
g
〈
2
B
o
m
g
)
(
ハ
)
財
産
上
の
入
用
(
〈
2
5
0
m
g
ω
宮
含
片
岡
)
(
ニ
)
経
済
生
活
の
不
安
定
(
ホ
)
財
産
形
成
の
目
標
の
阻
害
等
が
あ
る
。
そ
う
し
て
、
そ
れ
に
基
い
て
、
保
険
(
制
度
)
の
機
能
が
夫
々
、
次
の
よ
う
に
認
識
さ
れ
て
い
る
(
J
。
(
イ
)
損
害
の
填
補
、
も
し
く
は
損
害
填
補
の
保
証
の
提
供
獲
得
(
ロ
)
財
産
上
の
不
利
荏
た
結
果
の
分
担
(
ハ
)
財
産
上
の
入
用
の
充
足
(
一
一
)
経
済
生
活
の
不
安
定
の
除
去
(
ホ
)
財
産
形
成
の
確
保
と
の
よ
う
に
偶
然
事
故
の
個
別
経
済
に
作
用
す
る
現
象
に
ク
い
て
の
認
識
の
仕
方
に
種
々
の
変
遷
が
見
ら
れ
る
の
は
、
保
険
制
度
に
於
て
実
際
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
偶
然
事
故
の
種
類
の
増
大
に
起
因
し
て
い
る
と
い
い
え
よ
う
。
船
舶
の
沈
没
や
家
屋
の
焼
失
と
い
う
よ
う
な
財
の
誠
失
・
段
損
に
関
す
る
偶
然
事
故
の
み
が
問
題
と
せ
ら
れ
る
場
合
と
、
人
の
死
亡
も
し
く
は
生
存
と
い
う
よ
う
危
人
の
生
命
に
関
す
る
偶
然
事
故
を
も
保
険
制
度
上
の
偶
然
事
故
と
せ
ら
る
L
に
至
り
た
る
場
合
と
で
は
、
一
般
的
に
、
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
作
用
す
る
現
象
を
、
ど
の
よ
う
に
表
現
す
る
か
に
ク
い
て
は
、
意
見
の
別
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
偶
然
事
故
の
個
別
経
済
に
及
ぼ
す
現
象
を
財
産
上
の
入
用
と
す
る
説
や
経
済
生
活
の
不
安
定
と
す
る
説
は
、
共
に
人
間
の
心
理
を
介
在
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
六
五
経
営
と
経
済
ー孟-・/、
...L-
ノ、
せ
し
め
た
観
方
で
あ
り
、
財
産
上
の
入
用
が
生
や
る
の
も
、
経
済
生
活
の
不
安
定
を
感
宇
る
の
も
、
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
対
し
て
客
観
的
危
あ
る
作
用
を
与
え
た
が
為
に
外
注
ら
怠
い
。
財
産
上
の
入
用
や
経
済
生
活
の
不
安
定
の
源
泉
と
た
る
状
態
そ
の
も
の
を
表
示
す
ペ
き
で
は
た
か
ろ
う
か
。
財
産
形
成
の
目
標
の
阻
害
と
す
る
在
り
方
に
は
、
少
し
く
擬
制
的
す
ぎ
る
点
が
あ
り
、
事
象
の
卒
直
友
表
現
で
は
た
い
の
で
は
怠
か
ろ
う
か
。
損
害
怠
る
概
念
は
、
あ
る
個
別
経
済
の
有
す
る
財
産
の
減
少
も
し
く
は
増
加
の
阻
止
の
状
態
と
し
て
把
握
さ
れ
る
も
の
令
〉
で
あ
る
以
上
、
殆
ん
ど
あ
ら
ゆ
る
偶
然
事
故
の
個
別
経
済
に
及
ぼ
す
現
象
を
説
明
し
尽
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
僅
か
に
不
都
合
な
事
態
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
に
ク
い
て
ど
あ
る
。
建
築
後
年
数
を
経
過
し
た
建
物
に
つ
い
て
、
自
然
の
消
耗
が
生
じ
て
い
る
た
め
に
、
建
物
の
時
価
は
新
築
価
格
以
下
と
な
る
。
乙
の
場
合
、
そ
の
建
物
の
所
有
者
は
、
そ
の
建
物
の
焼
失
事
故
に
因
り
、
所
有
者
売
る
関
係
に
於
て
、
如
何
様
た
影
響
を
う
け
る
で
あ
ろ
う
か
。
一
般
的
に
は
、
所
有
者
た
る
個
別
経
済
の
有
す
る
財
産
の
減
少
即
ち
損
害
が
生
じ
た
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
焼
夫
せ
る
建
物
の
有
す
る
焼
失
直
前
の
時
価
3
u
が
損
害
額
と
観
念
せ
ら
れ
る
。
然
し
な
が
ら
、
焼
失
せ
る
建
物
を
再
築
す
る
に
は
損
害
額
に
相
当
す
る
金
銭
を
以
て
し
て
は
不
可
能
で
あ
る
う
。
焼
失
せ
る
建
物
の
再
築
費
と
財
産
の
減
少
た
る
損
害
の
評
価
額
と
の
差
額
相
当
額
だ
け
、
乙
の
個
別
経
済
の
財
産
の
流
動
性
を
阻
害
す
る
と
い
う
今
一
ク
の
別
注
影
響
が
、
存
在
し
う
る
に
か
L
わ
ら
や
、
損
害
と
い
う
観
念
で
は
と
れ
を
表
示
す
る
乙
と
が
困
難
で
あ
ろ
う
門
3
0
財
産
上
の
不
利
益
な
結
果
と
い
う
用
語
は
、
損
害
と
い
う
用
語
よ
り
も
少
し
く
広
義
に
な
る
も
の
と
我
々
は
理
解
し
た
い
の
で
あ
る
が
、
従
来
、
両
者
が
同
義
語
で
あ
る
と
一
般
に
い
わ
れ
て
来
て
い
る
(
5
v
の
で
、
我
々
は
、
試
み
に
、
損
害
と
い
う
概
念
よ
り
も
広
義
で
あ
っ
て
、
右
の
よ
う
危
財
産
の
流
動
性
の
阻
害
等
を
も
含
め
う
る
も
の
と
し
て
、
経
済
上
の
悪
影
響
と
い
う
用
語
を
用
い
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
偶
然
念
事
故
が
個
別
経
済
に
及
ぼ
す
現
象
を
経
済
上
の
悪
影
響
と
認
識
し
、
保
険
制
度
の
機
能
は
、
特
定
の
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
対
し
て
与
え
る
経
済
上
の
悪
影
響
を
除
去
も
し
く
は
軽
減
す
る
と
と
に
あ
る
と
考
え
る
も
の
で
あ
る
忌
)
〔
7
v
o
〔
1
)
白
杉
・
前
掲
四
七
頁
l
六
人
頁
、
圃
・
前
掲
五
二
頁
l
八
五
頁
、
印
南
・
保
険
経
済
(
改
訂
版
)
一
一
三
頁
以
下
、
加
藤
・
前
掲
七
頁
1
一
一
一
頁
今
村
・
保
険
論
六
頁
以
下
、
印
南
・
保
険
の
本
質
三
九
頁
以
下
等
参
照
。
(
2
)
損
害
の
概
念
に
つ
い
て
は
、
今
村
・
前
掲
一
九
-
良
以
下
に
明
快
な
論
述
が
あ
る
。
保
険
制
度
は
個
別
経
済
の
経
済
生
活
の
利
益
に
奉
仕
す
る
も
の
で
あ
る
以
上
、
損
害
の
概
念
は
、
基
本
的
に
、
あ
る
個
別
経
済
と
の
つ
な
が
り
に
於
て
把
撞
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
と
の
意
味
に
於
て
客
観
的
損
害
で
は
な
く
て
主
観
的
損
害
な
の
で
あ
る
。
即
ち
「
或
る
事
故
が
発
生
せ
ざ
る
場
合
に
於
け
る
或
る
人
の
財
産
と
事
故
発
生
の
後
に
於
け
る
財
産
と
の
差
」
が
保
険
制
度
に
於
け
る
損
害
の
観
念
と
な
る
。
と
の
主
観
的
損
害
は
或
る
人
の
財
産
の
誠
少
と
い
う
絶
対
的
損
害
と
、
或
る
人
の
財
産
の
増
加
の
阻
止
と
い
う
相
対
的
損
害
と
に
分
け
ら
れ
、
前
者
は
更
に
あ
る
人
の
財
産
を
構
成
す
る
各
種
の
財
に
直
接
事
故
が
発
生
す
る
こ
と
「
例
え
ば
、
或
る
人
の
所
有
す
る
建
物
が
火
災
に
握
り
灰
と
な
り
、
暴
風
の
た
め
倒
壊
し
、
預
金
や
貸
金
が
銀
行
や
債
務
者
の
破
産
に
よ
っ
て
回
牧
不
能
」
と
な
る
と
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
損
害
(
と
れ
を
仮
り
に
積
極
的
・
絶
対
的
損
害
と
名
づ
け
よ
う
)
と
「
或
る
事
故
の
結
果
そ
の
経
済
主
体
が
、
事
実
上
の
費
用
支
出
の
必
要
に
迫
ら
れ
或
は
法
律
上
費
用
支
出
を
義
務
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
財
産
を
構
成
し
て
い
る
財
を
以
っ
て
と
れ
に
当
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
財
産
の
誠
少
を
来
す
場
合
(
こ
れ
を
仮
り
に
消
極
的
・
絶
対
的
損
害
と
名
づ
け
よ
う
)
と
に
分
け
ら
れ
る
口
消
極
的
・
絶
対
的
損
害
の
例
と
し
て
は
「
所
有
建
物
が
暴
風
に
よ
っ
て
倒
壊
し
た
場
合
の
片
付
け
費
用
」
或
る
人
の
死
亡
に
よ
る
葬
儀
費
用
、
婚
姻
と
い
ラ
出
来
事
に
よ
る
婚
姻
費
用
、
或
い
は
「
賃
借
し
て
い
る
他
人
の
物
を
自
己
の
過
失
に
よ
っ
て
破
壊
し
、
そ
の
損
害
賠
償
を
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
」
が
あ
る
。
相
対
的
損
害
は
、
「
買
入
商
品
が
運
送
中
滅
失
し
た
為
に
期
待
し
た
売
却
利
潤
を
失
う
」
と
か
賃
借
し
た
借
家
の
焼
失
に
よ
っ
て
旅
館
業
者
が
営
業
牧
益
を
失
う
と
か
或
い
は
叉
、
あ
る
人
の
死
亡
に
よ
る
稼
得
の
喪
失
、
老
齢
に
よ
る
所
得
の
誠
少
等
の
よ
う
に
・
「
普
通
の
成
行
に
お
い
て
所
得
叉
は
牧
益
と
し
て
期
得
せ
ら
れ
た
財
産
増
加
が
、
事
故
の
発
生
に
因
っ
て
阻
止
せ
ら
れ
」
相
対
的
に
生
ず
る
損
害
を
い
ラ
の
で
あ
る
D
勿
論
、
財
の
誠
失
・
醸
損
等
の
事
故
と
人
の
生
死
等
の
事
故
と
の
聞
に
は
可
成
り
の
質
的
な
相
違
が
あ
る
。
前
者
に
よ
る
各
種
の
損
害
は
客
観
的
に
評
価
せ
ら
れ
る
と
と
が
比
較
的
容
易
な
の
に
対
し
て
、
後
者
に
よ
る
各
種
損
害
の
客
観
的
評
価
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
く
、
非
常
な
困
難
を
伴
う
も
の
で
あ
る
。
そ
の
原
因
と
し
て
は
、
人
の
所
得
力
に
は
変
動
が
伴
う
も
の
で
あ
る
こ
と
L
、
そ
の
生
存
、
も
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
ノ、
七
経
営
と
経
済
/、
入
し
く
は
死
亡
に
よ
る
財
産
へ
の
影
響
の
度
合
を
測
定
す
る
の
に
、
不
確
定
な
長
期
間
を
考
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
等
が
あ
げ
ら
れ
る
。
従
っ
て
実
際
上
の
処
理
と
し
て
は
保
険
制
度
を
利
用
す
る
当
該
個
別
経
済
の
極
め
て
主
観
的
な
評
価
に
よ
ら
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
L
な
り
、
こ
れ
が
た
め
に
損
害
概
念
が
人
の
生
・
死
を
事
故
と
す
る
場
合
に
は
、
妥
当
し
な
い
か
の
よ
う
な
感
じ
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
、
財
の
誠
失
・
投
損
の
事
故
と
変
り
が
な
い
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
(
3
)
こ
の
場
合
時
価
が
損
害
額
と
観
念
せ
ら
れ
る
の
は
、
損
害
と
は
「
或
る
事
故
が
発
生
せ
ざ
る
場
合
に
於
け
る
或
る
へ
の
財
産
と
事
故
発
生
の
後
に
於
け
る
財
産
と
の
差
」
を
い
う
こ
と
に
基
づ
く
当
然
の
帰
結
で
あ
ら
う
。
(
4
)
自
然
の
消
耗
状
態
が
見
ら
れ
る
建
物
が
焼
失
せ
る
場
合
の
新
築
に
要
す
る
資
金
の
全
部
を
「
経
済
的
理
由
に
基
づ
き
一
定
の
物
を
新
調
又
は
新
造
す
る
に
要
す
る
費
用
」
と
観
(
加
藤
・
改
訂
海
上
被
保
険
利
益
論
入
O-貝
)
、
建
物
の
焼
失
事
故
に
因
る
結
呆
を
、
註
(
2
)
に
述
べ
た
と
こ
ろ
の
積
極
的
・
絶
対
的
損
害
と
せ
ず
、
消
極
的
・
絶
対
的
損
害
と
す
る
説
が
あ
る
。
然
し
な
が
ら
、
消
極
的
・
絶
対
的
損
害
と
し
て
の
費
用
と
睡
も
、
費
用
相
当
額
だ
け
あ
る
個
別
経
済
の
財
産
の
獄
少
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
場
合
、
新
築
に
要
す
る
資
金
が
す
べ
て
費
用
と
は
な
ら
ず
、
焼
失
せ
る
家
屋
の
時
価
相
当
部
分
の
み
が
費
用
と
な
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
5
)
白
杉
・
前
掲
四
九
貞
、
印
南
・
保
険
の
本
質
五
入
貞
、
圏
・
前
掲
五
九
頁
等
参
照
。
(
6
)
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
如
何
な
る
作
用
を
与
え
る
か
を
把
撮
す
る
と
と
は
、
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
叉
、
と
も
す
れ
ば
、
保
険
制
度
を
利
用
す
る
個
々
の
個
別
経
済
(
保
険
加
入
者
)
の
あ
ま
り
に
も
主
観
的
な
目
的
・
効
用
・
動
機
等
と
混
同
し
が
ち
で
あ
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
が
然
し
、
保
険
制
度
が
社
会
的
に
有
用
な
制
度
と
し
て
存
在
す
る
の
は
、
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
対
し
て
舟
ま
し
く
な
い
作
用
を
及
ぼ
す
こ
と
が
原
因
力
と
な
っ
て
い
る
と
と
は
疑
い
の
な
い
事
実
で
あ
る
。
保
険
制
度
の
機
能
を
、
一
定
の
偶
然
事
実
に
対
す
る
経
済
準
備
を
社
会
化
す
る
こ
と
に
求
め
う
る
(
印
南
・
保
険
の
本
質
四
O
二
頁
以
下
)
と
し
て
も
社
会
化
さ
れ
た
経
済
準
備
が
必
要
な
所
以
は
、
一
定
の
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
対
し
て
経
済
上
の
悪
影
響
を
与
え
る
か
ら
で
あ
り
、
経
済
準
備
は
、
準
備
の
た
め
の
準
備
で
は
な
く
し
て
、
か
L
る
経
済
上
の
悪
影
響
を
除
去
も
し
く
は
軽
獄
す
る
た
め
の
準
備
で
あ
る
に
外
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
保
険
制
度
の
社
会
的
な
経
済
的
な
機
能
は
、
社
会
化
さ
れ
た
即
ち
経
済
的
に
合
理
化
さ
れ
た
経
済
準
備
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
と
こ
ろ
の
も
の
即
ち
特
定
の
偶
然
事
故
に
因
っ
て
個
別
経
済
が
被
む
る
経
済
上
の
悪
影
響
の
除
去
も
し
く
は
軽
誠
で
あ
る
と
我
々
は
解
す
る
。
(
7
)
個
々
の
保
険
関
係
を
中
心
に
考
察
す
れ
ば
、
現
実
に
偶
然
事
故
に
因
っ
て
、
経
済
上
の
悪
影
響
を
受
け
る
閲
別
経
済
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
こ
の
現
象
に
徴
し
て
、
保
険
制
度
の
機
能
は
、
あ
る
偶
然
事
故
に
因
っ
て
個
別
経
済
が
被
む
る
経
済
上
の
悪
影
響
の
除
去
も
し
く
は
軽
減
の
保
証
に
あ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
見
解
も
生
じ
う
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
今
村
博
士
は
‘
「
保
険
制
度
の
機
能
は
或
る
偶
然
事
故
の
発
生
に
因
っ
て
経
済
主
体
が
被
む
る
損
害
の
損
補
を
内
容
と
す
る
保
一
証
の
獲
得
に
あ
る
」
(
保
険
論
六
貞
〕
と
い
わ
れ
て
い
る
。
制
度
的
に
保
険
を
眺
め
、
そ
の
機
能
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
個
々
の
保
険
関
係
を
そ
れ
程
重
視
す
る
必
要
は
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
D
保
険
制
度
の
固
有
の
機
能
は
、
保
証
そ
の
こ
と
よ
り
も
、
た
ま
た
ま
偶
然
事
故
に
お
そ
わ
れ
た
個
別
経
済
の
経
済
上
の
悪
影
響
の
除
去
も
し
く
は
軽
誠
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
保
証
と
い
う
状
態
が
見
ら
れ
る
の
は
、
偶
然
事
故
の
本
性
か
ら
く
る
副
産
物
に
す
ぎ
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
要
之
、
保
険
制
度
と
は
、
偶
然
事
故
に
困
る
経
済
的
結
呆
を
個
々
の
個
別
経
済
が
自
己
の
力
で
処
理
し
た
け
れ
ば
た
ら
た
い
社
会
組
織
に
於
て
、
特
定
の
偶
然
事
故
に
因
る
個
別
経
済
の
経
済
上
の
悪
影
響
に
対
抗
す
る
乙
と
を
精
神
と
し
、
特
定
の
偶
然
事
故
に
因
っ
て
経
済
上
の
悪
影
響
を
被
む
る
虞
れ
の
あ
る
複
数
の
個
別
経
済
が
叫
合
し
、
多
数
の
危
険
を
も
っ
て
危
険
団
体
を
構
成
し
、
各
危
険
に
ク
い
て
夫
え
合
理
的
た
醸
出
金
を
出
拐
す
る
と
い
う
乙
と
を
構
造
と
し
、
か
・
ふ
る
構
造
を
通
じ
て
、
特
定
の
偶
然
事
故
が
個
別
経
済
に
対
し
て
与
え
る
経
済
上
の
悪
影
響
を
除
去
も
し
く
は
軽
減
す
る
乙
と
を
機
能
と
す
る
社
会
的
経
済
的
制
度
で
あ
る
と
我
々
は
解
す
る
も
の
で
あ
る
。
保
険
制
度
の
精
神
、
構
造
及
び
機
能
六
九
